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ともに寄り添い ともに築き ともに輝く 地域づくり

12月25日（水）に「第２回地域共生セミナー」を開催しました。
本セミナーは、近年の複雑化・複合化した困りごとを属性や

世代を問わず包括的に相談を受け止め解決する体制づくりの
重要性を理解し、自地域における支援体制の構築を主体的に
考えることを目的として開催したもので、県内の行政・社協・
地域包括支援センターの職員等に参加いただきました。
まず大分県杵築市社協の江藤常務理事から、杵築市での

重層事業の実践を中心に、支援体制構築の必要性について
お話しいただきました。 その後のグループワークでは、
㈱地域創生Coデザイン研究所の梅本政隆氏にファシリテーターを、
コメンテーターを江藤氏に担っていただき、自地域における課題や解決に向けたアクション
について考え、話し合いました。 終了後、参加者からは「重層事業の実践を行政と社協の
両方の視点でお話をいただけてよかった」、「相談を受ける中で感じている壁を重層事業で
どう対応できるか考えさせられた」等の声をいただきました。 本会としては、今後も、包
括的な支援体制の構築が具体的に進むような後方支援に努めます。
※ 本セミナーは佐賀県の「住民と共に支える『地域共生さが』推進事業」の受託により実

施した。

■包括的な支援体制の構築を推進するため、第２回地域共生セミナーを開催しま
した。

〔杵築市の実践の話に熱心に

耳を傾ける参加者〕

■障害のある方の就労と社会参加を目指して～「第12回ふれあいフェスタ
inさが」の開催

〔商品を選ばれる様子〕

12月8日（日）、佐賀駅交流広場にて「第12回ふれあいフェスタ
inさが」を開催したところ、18施設から出店がありました。この
イベントは、障害者事業所で生産された商品の展示及び販売により、
障害のある人の就労と社会参加を促進するとともに、地域の人々
との交流を深めることを目的としています。 当日は、海水焼き芋
や生しいたけなどの地元の特産品や、さをり織りなどの手作り
工芸品が並ぶブースが設けられるとともに、ステージではキッズダン
スや演奏イベントが行われ、大いに賑わいました。また、缶バッ
チのワークショップは子どもたちに人気があり、多くのご家族にご参加いただきました。会
場が佐賀駅前ということもあり、外国人の方々も商品を購入されていました。 事業所の
利用者からは「地域の人と交流できて楽しかった」「子どもたちが楽しそうに遊んでいるの
を見て嬉しかった」といった感想が寄せられました。 本会では、今後もこのような活動を
通じて福祉事業所を支援し、地域との絆を強めていく活動を行います。

〔駅前に出店されたブース〕



佐賀県共同募金会では、12月21日（土）、22日（日）の2日間、
令和7年（2025年）版 新作カレンダーバザー展を佐賀市内の
佐賀県社会福祉会館「Fukku」にて開催しました。この
バザー展は、県内企業等から提供いただいた令和7年（2025年）版
新作カレンダーのチャリティバザーで、毎年開催しているものです。
バザーの益金全額は、歳末たすけあい募金（※）として県内の民間
社会福祉施設等の利用者の方々が安心して、楽しく年を越していた
だくためのクリスマス会や新年会、もちつき会等のイベント開催
費用等に活用します。今年度は県内企業等から2,000点を超える
カレンダーを提供いただき当日は開場前から行列ができ、
たくさんの方々にご来場いただきました。
※「歳末たすけあい募金」・・・戦後、困窮者の生活を支援するために始まり、現在も県
内福祉施設の利用者や地域で支援を必要としている人々が、新たな年を迎える時期に安心
して暮らすことができるよう行っている募金活動です。

［会場には多くの方々にご
来場いただきました！］

〇県社協ホームページから「会議室」の予約が簡単にできます！
ホームページトップにある「貸会議室予約システム」のバナーからアクセスいただけま

すので、ぜひご利用ください。

■令和7年（2025年）版 新作カレンダーバザー展を開催しました！

■佐賀県社会福祉会館Fukku(ふっく)の会議室のご案内

〇貸会議室予約システム
URL: https://sagaken-shakyo.resv.jp/

【交通機関】
〇JR佐賀駅から
•佐賀市営バス（若楠線） 「唐人町」下車（2分）後、徒歩6分
•タクシー5分
•徒歩15分
〇駐車場
駐車場約50台無料
※建物の裏にも駐車場があります。

https://sagaken-shakyo.resv.jp/

